
評価項目 配点

事業への理解・知識 ５点

５点

５点

５点

５点

５点

５点

５点

５点

5点

５点

５点

５点

５点

業務実施体制 ５点

75点

業務実績 業務実績 ５点

府内に本店がある ５点

府内に支店、営業所等がある ３点

上記以外で府内在住者を雇用 ２点

上記以外 ０点

価格点 15点

25点

100点

【配点基準】

優れている ５点

やや優れている 4点

標準 ３点

やや劣っている 2点

劣っている １点

生活・自立支援
の方法

別紙２

令和7年度　生活困窮世帯等の子どもの学習・生活支援事業　企画提案

評価基準表

評価内容

提案内容の的確性
仕様書を的確に踏まえた明確かつ具体的な提案で、実現性があるか。

10点
事業を効果的・効率的に実施できるか。

５点

他の学習支援事業や関係機関との連携について、提案されているか。

支援効果等を測定できるような指標が提案されているか。

受験のための効果的な学習支援を行うことができるか。

参加の児童生徒の進路や学習に対する悩みなどを的確に把握し、学習の習
慣づけ、授業等のフォローアップを行うことができるか。

参加者及び保護者を取り巻く環境の変化に対応した生活習慣及び育成環境
の改善に関して助言を行うことができるか。

参加者の心身の健康に関する助言を行うことができるか。

事業で使用する学習、生活支援のツールについて提案されているか。

利用者同士のトラブルや事故予防対策、災害発生時等の参加者の安全性を
確保するための対策が提案されているか。

参加者及び保護者に対する、進路選択その他の教育・就労に関する情報提供
及び助言を行うことができるか。

参加者が将来の希望を持ち、その実現に向け努力できるよう、自己肯定感を
養う取り組み・情報提供を行うことができるか。

満点（15点）×（提案価格のうち最低価格/自社の提案価格）

小計(事務局採点分)

合計

全体の評価

事業内容及び目的に関する理解・知識が十分にあるかどうか。

提案内容を実施できる人員が確保されているか。

本業務と同種・類似業務の実績があるかどうか。

府内企業 京都府内に、本店、支店又は営業所等を有する者であること。

提案項目①
教育・進路選択
支援の方法

小計(評価委員採点分)

参加又は継続しやすい環境づくりについて、提案されているか。

安定した事業実施
・継続の方法

提案項目③

提案項目②


